
開催内容 （予定）

公益財団法人河川財団では、 河川総合研究所所長　天野邦彦

による河川塾を開講します。

　 計１３回の講義 （うち 2 回は河川現場での指導を予定） では、

現在の日本の河川を取り巻く状況について捉え、 これから河川を管

理していく上で、 どのような技術が必要となるかについて、 塾生が

自ら考え、 その過程を通して課題を解決する力を伸ばしていくことを

目指します。 このため、 講義に加えて、 特に掘り下げたいと考えて

いる課題を各塾生から提出いただき、 このような課題に関する議論

を通して、 河川を扱う技術力を伸ばす演習※を行います。

応募資格

定員

参加費

申込方法

〒103-0001

東京都中央区日本橋小伝馬町１１-９　住友生命日本橋小伝馬町ビル　２階

　TEL　03-5847-8304　　FAX　03-5847-8310

お問合せ先　E-mail:kasen-entry@kasen.or.jp

河川塾事務局担当　本間 ・ 齋藤

経歴

７ 万円 （税込）

１５ 名程度　　

上記の趣旨に適い、 意欲のある技術者等

講　　義 原則　水 曜日開催 （年間活動計画参照）

15 ： 30 ～ 17 ： 30 （２時間）

場　　所

期　　間

公益財団法人河川財団　会議室　２階

５月２９日 （水） ～１１月 20 日 （水） まで （予定）

年間活動計画 （予定）
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募集期限募集期限募集期限募集期限

塾生募集 !!塾生募集 !!塾生募集 !!塾生募集 !!
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河川塾河川塾河川塾
令和６年度令和６年度令和６年度

－河川を取り巻く状況を捉え、 河川を扱う技術力を伸ばす－－河川を取り巻く状況を捉え、 河川を扱う技術力を伸ばす－－河川を取り巻く状況を捉え、 河川を扱う技術力を伸ばす－

※演習の具体的な方法については、提出された課題を踏まえて、

   塾生の皆さんと相談の上で決定します。

アクセス

下記の情報を添えて河川財団ホームページよりお申し込みください。

①お名前

②ふりがな

③メールアドレス

④連絡先 （電話番号）

⑤会社名

⑥部署

⑦職位

⑧技術者としての経験

⑨参加理由

⑩掘り下げたい課題

申込み専用

フォーム

東京メトロ日比谷線　小伝馬町駅　徒歩 1 分

４河川の基礎

河川の水理

河床変動

河川環境

モデルと評価

②現地調査

水害とリスク

堤防

演習・総括

内容 （予定） 月 日 開催回 内容 （予定）

令和６年度河川塾は、

土木学会ＣＰＤ認定プログラムです。

令和６年度河川塾は、

土木学会ＣＰＤ認定プログラムです。

令和６年度河川塾は、

土木学会ＣＰＤ認定プログラムです。

８

９

①現地調査

ダム

ダム下流河川

河川環境の保全

26

７

天野 邦彦公益財団法人河川財団　河川総合研究所　所長

※現地調査の旅費は含みません。

※定員を超えた場合は、 参加いただけないケースが出てくること

　 をご容赦願います。

７

※土木学会以外に、ＣＰＤ単位を登録する際は、 受講したことがプログ

　 ラムとして認められるかどうかは、 各団体のルールに従ってください。

https://www.kasen.or.jp/r6_kasenjyuku



令和５年度の実施状況

入塾式　５月

河川塾の進め方に関するオリエンテー

ションをおこないました。

九頭竜川現地視察（１泊２日）　１０月上旬

上流から河口までを２日間にかけて

まわり、流砂系の全体像や、河川改

修の経緯、効果等を理解しました。

10 月下旬　グループワーキング

治水や環境、維持管理等のテーマを

予め設定し、現地視察結果を踏まえ

たグループ討議をおこないました。

令和５年度は 20 名の塾生を輩出しました。

修了式 11 月

５月

10 月

11 月

講義開始

天野塾長執筆による資料をもとに

河川技術に関する体系的な講義を

おこないました。


